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２年間の 的な活動者（ ＋校内情報推進リーダー）の行動について，内＜概要＞ ITCE ITCE
容等を分析し，どのような業務内容をどのくらいの割合で行っているのか，また，それらの魚無

水校において，どのような問題が生じているのかについて，その傾向を明らかにする。

教育情報化コーディネータ 教育施策 教師教育 教員研修＜キーワード＞

１ はじめに

ＩＴＣＥの資格制度が認定されるようにな

って２年がたつ。この資格はＪＡＰＥＴ（日

本教育工学振興会）が認定し，活動を想定し

ているが，現実的には，これらの活動をこな

す立場にある人間はほとんどいない。

正來( )は，ＩＴＣＥは，現場の実情把2002
握と教員ニーズに応えるための頻繁な学校訪

問などの対応が不可欠であるので，それらに

必要な権限と業務上の配慮（時間確保）を保

。証することが重要であることを明らかにした

本論文では，ＩＴＣＥ資格が想定している

，活動と同等の活動をした人間の行動を分析し

今現場に求められているＩＴＣＥの現状を分

析するものである。

２ 調査地域

徳島県三好郡には，８つの町村が共同運営

する「三好郡教育ネットワークセンター」が

年に設置された。学校インターネット事1999
業 のための地域ネットワークセンターの位*2
置づけである。通常，郡単位の教育行政組織

は存在しないが，広域教育ネットワークの拠

点として，サーバ管理，クライアント管理，

研修はもちろん，各自治体での情報環境整備

などの助言をしながら，異なる行政単位間の

情報教育に関する研修や環境整備のコーディ

ネートを行っている。

センターには，１－２名の（年度により人

ICT Information Communication数が異なる） （

）コーディネータと呼ばれる役職Technology
があり，様々な活動を現場に対して行ってい

ITCEる この役職は 校内情報推進リーダーと。 ，

。 ，を兼ねたような存在といえる 所属校があり

情報加配扱いのため，所属校での授業や校務

分掌を遂行しながら，センター業務をメイン

で行っている。彼らの行動は，現在のような

過渡期における の典型例として取り上ITCE
げてよい行動をとっていると思われる。

３ 調査内容

担当エリアと移動時間3-1
三好郡は山間部に位置し，エリア内の学校

数は，小，中，高あわせて 校（分校含む）55
である。センターを中心として，車での移動

時間は，最大 分である。山間部のため，120
道が枝状にわかれ，より移動が複雑になって

いる。また，１本道のため，途中の道路工事

。による時間通行制限も無視できないほど多い

そのため，現場を訪問しての業務のうち，移

動時間の占める割合は，図２に示すとおり，

大きな位置を占める。



業務内容3-2
本センターでは，コーディネータの役割を

図１に示すような位置として考えており，表

１にあるような具体的業務を行っている。こ

れらは主にＩＴＣＥで想定されている内容を

含むものであるが，特徴的なのは，現場の各

担任に対しても直接授業支援をしている部分

である。これらは，校内の情報推進リーダー

の役を兼ねているとも言える。

各項目の時間的内訳3-3
で述べた業務の時間的内訳についてみ3-2

てみると，図２のようになった。目に付くの

が，移動時間であるが，これは，山間部に学

校現場が散在しているため，現場を訪問する

のに相当な時間を使っていることがわかる。

また，現場支援の時間に３４％費やしてお

り， で明らかにしたようにエリア内の学3-2
校の情報担当者に対してだけでなく，学校全

体やおのおのの担任に対しての細かい支援を

していることがわかる。さらに，ＩＣＴコー

ディネータは，所属校の情報加配扱いである

ため，所属校の授業や行事にも時間を割いて

図１ 三好郡のコーディネータの位置づけ
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表１ 具体的業務内容

具体的内容相手

授業支援各校担任

校内研修支援，技術

支援，校内情報運用各校内情報担当者

支援

仕様書相談，検収作地教委担当者

業，最新動向報告

仕様書相談，運用形導入業者

態相談

いることがわかる。

４ 考察

以上のことから，過渡期にある現在は，学

校現場の問題解決を柔軟にこなし，フットワ

ークよく活動していくことで，学校間格差を

なくし，地域全体の情報化をすすめていくこ

とが，ＩＴＣＥに望まれていることがわかっ

た。特に担任への授業支援が多く発生するこ

とから，各学校に情報推進リーダーが配置さ

， ，れ 授業支援体制が校内で整えられるまでは

ＩＴＣＥは，授業を実際に行える教員である

。 ，ことが望ましいのではないかと考える また

現在の教員配置とは別の形でＩＴＣＥが配置

されることが望まれる。

なお，さらに細かい行動分析を現在も行っ

ており，今後公表の予定である。
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図２ ３年間のＩＣＴコーディネータの

約１８００時間
（３年間）
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